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					遺品整理を始めようとすると、故人のことを思い出してしまい中々作業が捗らないケースも多いといえましょう。スムーズにかつ効率よく行う方法としては遺品整理を専門にしている業者に依頼するのがおすすめです。経験豊富な遺品整理業者は、経験から得たノウハウを持っていますのでアドバイスを受けながら一緒に片づけを行うこともできますし、遺品整理士の認定資格を持つスタッフがメンバーに加わっていると安心して任せることができるなどおすすめです。
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					遺品整理を実施する際の一般的な流れ

					遺品整理を依頼する場合は、流れを把握しておくことは大切なことで、何も分からないままだと計画を立てる事もできません。先ずは遺品整理をしている会社を探す作業から始まり、気になるところがあれば問い合わせをする段階に入ります。問い合わせで料金のことを確認することになるので、見積もりを出してもらう段取りをつけます。見積もりは口頭の説明をベースに出してくるところもありますが、現地に赴いて状況を確認したうえで算出するところの方が安心です。現地を見ずに計算した数字は、実際の作業との間にギャップが生まれやすくなります。その結果、作業完了後の請求書の額が見積書と違ってくること多くなるので要注意です。見積書の内容に納得できれば、契約をして実際の作業に取りかかってもらいます。作業は契約内容に従って行われるので、契約の際に希望を正確に伝えることが大切です。作業が完了すれば、契約通りに行われていることを確認のうえ、料金の支払いをすれば全てが終了という流れになります。

					

					遺品整理の依頼先を探す基本的な方法

					遺品整理は、故人が亡くなった後に残された財産や物品を整理する重要な作業です。依頼先を選ぶ際には、以下の基本的な方法を参考にすることができます。
まず、口コミや評判を調べて信頼性を確認しましょう。地域の口コミや評判を調査し、友人や家族、近隣の人々に遺品整理の依頼先について尋ねることが重要です。信頼できる業者や専門家を見つけるために、他の人々の経験や意見を聞くことが役立ちます。
次に、インターネットで検索を行いましょう。遺品整理業者や専門家の情報を検索し、ホームページやレビューサイトを通じてサービス内容や価格、顧客のレビューなどを確認することができます。多くの業者がオンラインで情報を提供しているため、比較することが容易です。
見積もりを比較することも重要です。複数の業者に見積もりを依頼し、それぞれの料金やサービス内容を比較してください。ただし、価格だけでなく、信頼性や経験、実績も考慮に入れることが大切です。遺品整理は感情的な価値のあるものを扱うため、信頼できる業者を選ぶことが重要です。

					

					遺品整理に遺族の立ち合いは必須か？

					遺品整理に遺族の立ち合いは必須かと言われれば、これは必須ではありません。遠方に住んでいるとか、遺族ではあるけれども故人とはあまり深いつながりは無かったなどの理由で、その場に居合わせないこともあり、遺品整理ではそのような選択肢も提示されるようになっています。しかしながら、可能な範囲内で、少なくとも見積もり時と整理の開始時や終了時には同席するほうが望ましいのは間違いありません。これにはいろいろな理由がありますが、最も考えられるのは、間違いなくこれこれの貴重品があったはずなのだが、なぜか無くなっていたといったトラブルを防止するためです。彼らはプロですから猫糞などはあり得ないと考えて良いのですが、それでも人間であり、人の目が無いところでは魔が差すことが絶対に無いとは言い切れません。そういう話ではなくても、彼らの目では価値がなくても故人の思い出として自分には大事な品物だというものが見つかることもあるからです。

					

					遺品整理を適切に実施しておくメリット

					遺品整理を適切なタイミングで行うことで、いくつかのメリットを得ることができます。その中の一つに、賃料を抑えられるというものが挙げられます。故人が賃貸に住んでいるのなら、そのまま物を残し続けていると当たり前に賃料が発生してしまうものです。「亡くなったからタダでいいよ」というわけにはいかず、遺族はその後の賃料を請求されることになります。遺品整理を行わないと、この賃料をずっと請求され続けます。誰も住んでいない場所の家賃を支払い続けるというのは、お金を無駄にしてしまうものです。適切なタイミングで遺品整理をしないと、金銭的な損をしてしまうこともあるので注意が必要です。他にも、遺品整理を行うことで得られるメリットはたくさんあります。お金以外の部分でも利点を得ることが可能なので、故人が残したものはできるだけスピーディーに片付けるようにしましょう。ダラダラと片付けを引き伸ばしていると、それだけお金を無駄にしてしまうので注意が必要です。

                    
                    

					遺品整理で種類ごとに物を仕分けるコツ

					遺品整理では、故人を思い出し悲しみに暮れながら進めなくてはなりません。一つひとつ物と向き合っていく作業は、心の整理につながります。簡単にとはいきませんが、多くの物が残されているため速やかに行いたいもの。遺品整理で種類ごとに物を仕分けるコツは、細かくジャンル分けし過ぎないことです。細かく仕分けようとすると、判断に時間がかかってしまいます。淡々と進めていくためには、ジャケットもパンツも、スカーフやベルトも衣類というふうに大きなくくりで分けていきます。生活必需品や細々した物は雑貨、趣味の道具やコレクションは趣味でひとくくりにしても良いでしょう。仕分けの際は、大きめの紙袋やゴミ袋を事前に用意して入れていくと整理がはかどります。また差し上げる物やリサイクルショップで売る物用も袋で分けておくとスムーズです。遺品整理は故人ともに過ごした日々が蘇り、そしてこれからの現実と少しずつ向き合える時間かもしれません。

					

					遺品整理で貴重品を発見したときの対応

					家族が無くなった後に残された遺品は、遺族が責任をもってしっかり整理する必要があります。実際に自分達で行うというケースも多くありますが、重要なポイントになってくるのが貴重品を見つけた場合です。実際に遺品整理中に貴重品を見つけた場合、慌てずにまずは重要な物とそうでない物とでしっかり区分けしておくという事がポイントです。わからないまま整理してしまうと、後でトラブルになったり重要な物だった場合に困る事に繋がります。まずは後で判断するものとして分別しておき、落ち着いた後に遺品整理をどのように処理するのかを他の遺族と話し合ったり判断する事が大切です。形見分けできる物なのか、再利用出来るものかなどを判断して対応するようにします。整理中に貴重な物が見つかると慌ててしまう事は多くありますが、その場で判断せずに勝手に処分をしない事が重要です。落ち着いた後に対応することで、より正しく遺品を整理する事に繋がります。

					

					遺品整理で生じた不用品の処分方法

					遺品整理では故人が生活していたものがそのままの状態で残されてしまうことがあります。残った多くの物は、家族が選別して処分します。電化製品に生活雑貨、衣類や寝具、趣味の道具など多種多様な物があります。遺品整理の不用品はそれぞれに適した処分方法で処分しなければなりません。明らかにゴミであれば家庭ゴミの回収日に捨てれば済みます。電化製品など物によってはゴミとして処分する際に手数料がかかったり、決められた日時に捨てなければならないため時間やお金がかかります。まだ使える電化製品や家具、衣類などはリサイクルショップで売却すると良いかもしれません。世間一般に需要がある商品なら、高値での買取が期待できるといったメリットも。またまとめて持っていけるため、遺品整理もはかどります。大きな家具で持ち込みが難しい場合は、リサイクルショップの出張買取を利用することもできます。遺品整理は故人への想いと向きあう大切な時間です。

					

					遺品整理の後に欠かせない形見分け

					故人が所有していた物を整理する場合、残された遺族が対応する事が基本です。実際に重要な整理や契約内容を整理したりと、シンプルに物を片付けるというだけでなく様々な手続きも必要となります。遺品整理が遺族になって負担になる事もありますが、しっかり手続きや整理を行う事が重要です。実際に整理を進めていく中で、ポイントになるのが形見分けになります。シンプルに遺品の中でも故人が生前愛用していた思い出の品などを、遺族間だけでなく親しくしていた人達に送るという内容です。形見自体は受け取った側は思い出の品として、引き継ぎ大切にする事が出来ます。生前の交友関係や親族との関係によっても違いがあり、遺品整理後に必ず形見分けが必要というわけではないという点もポイントです。ただし実際に遺品で形見として分けるべき人や物があるのであれば、勝手に判断はせずにしっかり話し合いを行うようにします。勝手に判断して後でトラブルになる事も多いので、自己判断は避けて対応する事が重要です。

					

					遺品整理に伴って発生する親族の話し合い

					遺品整理においては、必然的に親族の話し合いが発生すると思っておくべきです。これは要するに相続と密接に関係しているからで、遺品整理において見つかった価値あるものは遺族で分けることになるでしょう。現金のように比率さえ決まれば容易に分けることができるものもありますが、むしろそれは例外であり、分割することのできない遺品のほうが多いと思われます。そういう場合には、誰が受け継ぐのか、あるいはこの際だから売却して現金化するのかを決めなければなりません。そのためにも相談が必要です。品物を整理していて、宝石類や貴金属類が出てきた場合、その人がこっそり自分のものにしたいと感じることがあるかもしれませんが、このようなことは後々の親族間の争いのもとであり、決して勧められることではありません。こっそりやるということは相続税の納付のこともきっと考えていないと思われますが、それは脱税という違法行為に繋がる可能性もあります。

                    



遺品整理の結果を踏まえた相続手続き

家族が亡くなった後に遺品を整理していて、箪笥の中に思いもかけないお金を発見したことがある人もいるかもしれません。
人が亡くなるとその財産は相続人へと引き継がれます。
プラスの遺産だけではなく負の遺産も引き継がれますが、そもそも故人が持っていた財産の詳細がわからなければ相続手続きが難しくなってしまいます。
遺品整理は財産を明らかにするためにも、できるだけ速やかに行うのがベストでしょう。
遺品整理中に通帳などを発見したら、口座からお金の流れを把握することができます。
クレジットカードや納税通知書、固定資産税のお知らせなどを見つけることもあるでしょう。
アクセサリーや金、ブランド物といった高価なアイテムを発見することもあります。
これらは全て故人の財産であり、相続人に受け継がれます。もちろんプラスのアイテムだけではなく、督促状や借金についての通知が見つかることも十分にあり得ます。総合的に見て財産がマイナスになった場合には、相続放棄の手続きが必要です。






インターネット上の財産も遺品整理の対象

かつての時代には考えられなかったことですが、21世紀の今ではインターネット上の財産も遺品整理の対象であることをうっかりしてはなりません。
ここに考えが及ばないと、種々のトラブルに巻き込まれたり、思わぬ損害を被ることになる可能性もあります。
ネット上の財産とは、いわゆるネット銀行への預入金とか電子マネー、最近では仮想通貨などもあって、これらも当然極めて重要な遺品整理の対象ですが、これらだけには限りません。
財産とはちょっと異なるかもしれませんが、ネット上での有料サービス契約なども、放置しておくと課金が継続したりする可能性がありますし、アカウントが悪用されることもあるかもしれません。
ネット銀行の預金などは、紙での通帳などが一切なくても財産であることは間違いなく、当然ながら遺産相続の対象になります。
アカウントやパスワードが故人しか知らないということもあるかもしれませんが、このような点には十分注意しておくべきでしょう。






遺品整理で故人の借金が発覚した場合の措置

遺品整理をしていると、場合によって故人の借金が発覚するようなこともあるかもしれません。
借りているお金などないと思っていたのに借用書があって、どうやら生前にはこっそりと返済を続けていたらしいというようなケースもありますし、特別に隠していたわけではなさそうだが、クレジットカードの明細を見ると相当な金額のローンを抱えているようだといったこともあるかもしれません。
遺品整理でこのような借りているお金が発覚した場合の措置ですが、まず基本的にはプラスの財産のみならずマイナスにあたる借入金についても遺族が相続することになります。
財産はしっかりもらうが、借りていたお金は自分は知らないといった勝手なことはできません。
ただし、借入金は財産から差し引くことが当然できますので、相続税としてはその分だけ軽減されますし、差し引いた結果としてゼロかマイナスになった場合には、相続放棄という形で借金を棒引きにすることはできます。






遺言状の内容が遺品整理に及ぼす影響

家族が急に亡くなることによって、遺品整理を余儀なくされるケースは近年は増えている傾向です。
家族の持ち物とはいえわからない遺品もあれば、高価な品をもっていることもあるために、迂闊に捨てることができないのもあります。
もちろん家族が把握している物であれば、高価な品は家族や兄弟で分け合うことができますが、それがトラブルにならないようにすることは大事です。


また遺言状を残しているパターンでは、その内容が遺品整理に影響が出ることも考えられます。
そのなかにはどこかに寄付をすると書いている場合もあるので、間違って買取に出したり違った処置をとってしまうと、問題になることも少なくありません。
しっかりと遺言状の内容を把握して、どのようなことが書いてあるのか、また遺品整理には慎重になって、ときには専門家に任せるのがベストのケースもあります。
突然の別れで辛い場合もありますが、遺品整理に時間をかけることは慎重になるための第一歩です。






遺品整理が完了してから行う清掃作業

遺品整理を行う上で契約内容などの手続きだけでなく、残された物の整理をイメージする事が多いです。
普段使用していた家具や食器だけでなく、書類関係も含めて多くの物を整理する事が必要となります。
もちろん遺品整理には残された物を整理する事が基本ですが、同時に清掃作業も含まれていることを把握しておく事が大切です。
一人暮らしなどをしていた場合、残された部屋の処分があります。
賃貸であれば解約の手続きが必要ですが、所有物であれば新たに遺族が相続する事になります。
遺族がそのまま生活するにしても、新たに賃貸として有効活用する場合であっても清掃は重要です。
ある程度の家具や家電など全ての物の整理が終了した後は、新たな生活をスタートさせるためにもしっかり清掃作業を行い次へのステップの準備をする事がポイントとなります。
掃除は自分達で行うだけでなく、賃貸として再利用する場合であれば清掃企業を利用するなど状況に合わせて対応する事が重要です。
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							筆者プロフィール

							滋賀県大津市出身。最近身内に不幸があり遺品整理を経験。その時の体験を基に遺品整理について記事をまとめました。
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					大津市 遺品整理に関する情報サイト

					遺品整理のノウハウ

				

				
					こちらのサイトは、故人が残した思い出深い品物や寝具など遺品の片づけをスムーズに済ませるためのコツ、効率よく行うノウハウを基礎から分かりやすく解説しています。遺品の片づけは悲しみがある程度収まった時期から始めれば良いといわれていますが、賃貸の部屋に住んでいた場合はなるべく早めに遺品整理を始める必要があります。ここでは、葬儀から遺品の片づけを済ませるまでの期間や標準的な規模の場合での費用について解説していますので参考にされると良いでしょう。
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